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展　示 「日本の文化を興した山梨の人々 」 山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

  開館時間：午前9時～午後5時
　　　　　　（入館は午後4時30分まで）

  休館日：第2･4火曜日／年末年始
  入館料：無料
  問い合わせ先：TEL 055-231-0988
　　　　　 　　 FAX 055-231-0991

山梨近代人物館で開催中
日本が近代国家として歩み始めた明治時代、さまざまな分野で欧米
の文化･文物が流入しました。この「文明開化」に伴って、日本の社
会や文化も大きな変化に見舞われる中、傑出した先見性で新たな社
会が求めるものに着目し、日本の社会に実現させていった山梨ゆか
りの９人の生涯と功績を、資料とともに紹介しています。

野口　正章（1849-1922） 国産ビール醸造の先駆者。東日本で最初にビールを醸造･販売

渡辺　青洲（1840-1911）「青洲文庫」と呼ばれる貴重な古典籍資料を収集。県内政財界でも活躍

大村　主計（1904-1980） 童謡『花かげ』の作詞者。200篇以上の詩や童謡、校歌を制作

飯田　蛇笏（1885-1962） 近代日本の俳壇を代表する俳人。雑誌『ホトトギス』で活躍

小宮山清三（1880-1933） 近代消防の普及に努めた「消防の父」。木
も く じ き ぶ つ

喰仏研究も推進

近藤浩一路（1884-1962） 山梨や日本の風景を墨で彩り豊かに描いた水墨画家

三枝　雲岱（1811-1901） 明治期を代表する南宋画家。明治天皇に『玉
ぎょく

堂
ど う

富
ふ う

貴
き ず

図』を献上

中村　星湖（1884-1974）『少年行』を著した自然主義作家。「山人会」の結成などでも活躍

樋口　一葉（1872-1896）『たけくらべ』など、我が国の文学史上に光る作品を残した女性作家半年ごとに展示を替え、テーマに沿った人物９人を詳しく紹介しています。

山梨近代人物館を探検してみよう！

子ども向け展示
パネルクイズ「ひらいて  まわして  や

まなしのこの人だ～れ？」や、タッチパ
ネルで答えるクイズ「ふるさと人物伝」
で、人物の生涯を学習できます。

旧知事室（上）・正庁（右）
山梨県の発展を支えた先人

たちの思いが詰まった文化遺
産･県庁舎別館に整備された
近代人物館に、創建当時（昭和
5年）の姿で復元されています。
正庁では、近代人物館の主催
講座や県の式典など、さまざ
まな行事を開催しています。

人物紹介室

笹子隧
ず い ど う

道物語
プロジェクションマ

ッピングで、館内の笹
子トンネルが語りかけ
ます。次々と変わる映
像で、その歴史的意義
に迫ります。

山梨の自然や風土、文化に関する映像とともに、明治時
代から戦前にかけて活躍した山梨ゆかりの人物50人の功
績や、残した言葉などを紹介しています。

導入展示室


